
平成21年3月期 第2四半期決算短信 

平成20年11月7日

（百万円未満四捨五入）

上場会社名 カシオ計算機株式会社 上場取引所 東 

コード番号 6952 URL http://www.casio.co.jp
代表者 （役職名） 取締役社長 （氏名） 樫尾 和雄

問合せ先責任者 （役職名） 常務取締役 財務・IR担当 （氏名） 高木 明徳 TEL 03-5334-4852

四半期報告書提出予定日 平成20年11月14日

1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 272,398 ― 18,211 ― 17,665 ― 9,722 ―

20年3月期第2四半期 294,277 △2.1 13,742 △40.8 10,545 △48.1 5,476 △54.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 35.18 33.41
20年3月期第2四半期 19.85 19.84

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 484,088 231,355 46.1 804.78
20年3月期 451,835 231,213 49.4 808.28

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  223,235百万円 20年3月期  223,049百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

   20年３月期期末配当金の内訳 普通配当 23円00銭 記念配当 10円00銭  

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 33.00 33.00
21年3月期 ― ― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 23.00 23.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 580,000 △6.9 30,000 △20.5 26,000 △16.2 13,500 10.8 48.67

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ページ【定性的情報・財
務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。なお、平成20年５月１日に公表いたしました連結業績予想は、本資料において修正しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  279,020,914株 20年3月期  279,020,914株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  1,634,254株 20年3月期  3,064,461株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  276,366,318株 20年3月期第2四半期  275,914,463株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国サブプライムローン問題に端を発する金融市

場の混乱に加えて、原油・素材価格の高騰から、企業収益は減少、個人消費も低迷する中、景気の先行

き減速感が強まりました。また海外においても同問題による米国経済の減速、さらには欧州経済、新興

諸国経済への波及により世界的な景気の不透明感、減速感が強まりました。  

 また、エレクトロニクス業界においても、原材料価格の高止まりや景気減速による世界全体での需要

低迷、さらにはグローバルでの競争激化や商品価格の下落等、当グループを取り巻く事業環境は非常に

厳しさを増しました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、対前年同期比７．４％減の

２，７２３億円となりました。  

 セグメント別にみますと、エレクトロニクス機器事業の売上高は、２，３７１億円（対前年同期比

２．２％減）となりました。  

 コンシューマ部門は、製品価格下落や販売台数の減少などデジタルカメラ市場全体が非常に厳しく推

移する中、売上高は対前年同期比１１．１％減の９９９億円となりました。デジタルカメラは「ＥＸＩ

ＬＩＭ」の新製品として、高速画像処理を実現した新エンジンを搭載した「ＥＸＩＬＩＭ ＺＯＯＭ

ＥＸ－Ｚ３００／Ｚ２５０」などを投入いたしましたが、消費低迷の影響下、減収となりました。一方

で、当社の高度な技術をベースに、超高速連写とハイスピードムービーを搭載した「ＨＩＧＨ ＳＰＥ

ＥＤ ＥＸＩＬＩＭ（ハイスピードエクシリム）」という従来にはないデジタルカメラならではの用途

を広げ、新しいジャンルの創造にも努め、今後の大きな発展のベースを固めました。また、業界シェア

ＮＯ．１の電子辞書「ＥＸ－ｗｏｒｄ」はツインタッチパネルを装備し、ネイティブ発音機能を強化し

た高付加価値モデルの販売が好調に推移しました。  

 時計部門は、世界６局（日本２局、米国、ドイツ、英国、中国）の電波受信機能“マルチバンド６”

搭載、フルメタル仕様の「ＯＣＥＡＮＵＳ」、「Ｇ－ＳＨＯＣＫ」を主軸とした高価格帯モデルが好調

に推移した結果、売上高は対前年同期比３．２％増の４３９億円となりました。  

 ＭＮＳ（モバイル・ネットワーク・ソリューション）部門は、デジタルカメラの技術を駆使した５．

１メガワンセグ防水ケータイ「Ｗ６１ＣＡ」や防水＆耐衝撃のタフネス性能「Ｇ’ｚＯｎｅ Ｗ６２Ｃ

Ａ」、２．８インチワイドＱＶＧＡ有機ＥＬディスプレイを搭載した「Ｗｏｏｏ（ウー）ケータイ Ｗ

６２Ｈ」などの販売が好調に推移しました。また、北米市場においてもタフネスケータイという新しい

ジャンルを着実に浸透させてまいりました。その結果、売上高は対前年同期比９．３％増の７１６億円

となりました。  

 情報機器部門の売上高は、最薄部３２ｍｍのスーパースリムプロジェクターやカーボンオフセット付

きトナーを用意し環境への配慮を高めたＡ３対応高速カラーページプリンターなどの販売が伸長しまし

たが、ＩＴ関連製品の価格低下の影響などを受け、全体としては対前年同期比ほぼ横這い１．６％減の

２１６億円となりました。  

 デバイスその他事業の売上高は３５２億円（対前年同期比３１．９％減）となりました。デバイス部

門は、ＴＦＴ液晶の単価下落による減収、カシオマイクロニクス（株）の不採算事業譲渡に伴う減収に

より、売上高は、対前年同期比４０．４％減の２２６億円となりました。その他部門は前年同期比

８．４％減の１２５億円となりました。  

 損益につきましては、経営目標の達成に向け、製品の高付加価値化と差別化を強力に推進・展開する

と共に、資本効率の向上等の重点施策を推進し、収益体質の強化に取り組んでまいりました。その結

果、営業利益は消去又は全社考慮後の連結合計として１８２億円（対前年同期比３２．５％増）となり

ました。また経常利益は１７６億円（対前年同期比６７．５％増）、四半期純利益は９７億円（対前年

同期比７７．５％増）となりました。  

 セグメント別にみますと、エレクトロニクス機器事業が携帯電話の増収に伴う増益と電波時計、電子

辞書における商品力の強化による高収益体質の継続、また情報機器においても収益の改善が図られ、営

業利益は２１１億円（対前年同期比１８．７％増）となりました。  

 デバイスその他事業は、不採算事業整理による増益効果により、営業利益が０．７億円（対前年同期

比１４億円増）となりました。 

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報
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当第２四半期連結会計期間末の総資産は、転換社債型新株予約権付社債の発行による増加と売上債権

の減少などにより、前連結会計年度末比３２２億円増加し、４，８４０億円となりました。純資産は、

四半期純利益による増加と配当金支払による減少などにより、前連結会計年度末比１億円増加し、 

２，３１３億円となりました。その結果、自己資本比率は４６．１％となりました。  

 キャッシュ・フローの状況については、営業活動によるキャッシュ・フローは１４２億円の収入、投

資活動によるキャッシュ・フローは２１４億円の支出、財務活動によるキャッシュ・フローは４０２億

円の収入となり、その結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計

年度末比３３４億円増加し、１，２１４億円となりました。  

 当グループは今後も引き続き事業資産の効率的運営により一層の徹底を図り、安定的かつ強靱な財務

体質の構築を図ってまいります。  

  

下半期の世界経済は、米国金融機関の破綻を契機とした金融不安が本格的に実体経済へ影響を及ぼ

し、世界的な景気後退・需要減退がより一層強まるものと見込まれます。クリスマス商戦におけるデジ

タルコンシューマ商品の販売も世界的に低調に推移することが予想されます。また、主要通貨の急激な

為替変動や、原材料価格の高騰、商品価格の下落など、当グループを取り巻く経営環境は一層厳しさを

増しております。  

 こうした状況を反映して、平成２１年３月期の業績見通しにつきましては、本年５月１日に公表した

通期連結業績予想を以下の通り修正いたします。  

  

 

 
  

 売上高の減少は主として、発展事業（デジタルカメラ、携帯電話、デバイス）における価格下落の影響に

よるものです。営業利益の減少は、主として欧州通貨の下落、並びに発展事業の減収に伴う減益によるもの

です。 

  

（注）業績見通しについて  

①為替水準は１ＵＳ＄＝１００円、１ユーロ＝１２５円を想定しております。 

②業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま

す。実際の業績に影響を与える要素としては、当グループの事業をとりまく経済情勢、対ドル

をはじめとする主要為替相場の変動、製品販売価格の大幅な変動などが考えられますが、これ

らに限られるものではありません。 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

【連結業績予想】 （単位：億円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想（Ａ）

（平成２０年５月１日発表） 6,300 470 410 230

今回修正予想（Ｂ） 5,800 300 260 135

増減額（Ｂ－Ａ） △500 △170 △150 △95
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該当事項はありません。 

  

１．固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化が無いと認められる場合に、前連結会計年度において使用した将来の業

績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

１．「四半期財務諸表に関する会計基準」の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第１２号 平成１９年３

月１４日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第１４号

平成１９年３月１４日）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結

財務諸表を作成しております。 

２．重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

たな卸資産については、従来、主として先入先出法に基づく低価法によっておりましたが、第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成１８年７月

５日）が適用されたことに伴い、主として先入先出法に基づく原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。この変更が損益に与える影響は軽

微であります。 

３．「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取

扱い」（実務対応報告第１８号 平成１８年５月１７日）を適用し、連結決算上必要な修正を行って

おります。この変更が損益に与える影響は軽微であります。 

４．リース取引に関する会計基準の適用 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処

理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第１３号（平成５年６月

１７日（企業会計審議会第一部会）、平成１９年３月３０日改正））及び「リース取引に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第１６号（平成６年１月１８日（日本公認会計士協会 会

計制度委員会）、平成１９年３月３０日改正））が平成２０年４月１日以後開始する連結会計年度に

係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期

間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。なお、リー

ス取引開始日が会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については引き

続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しております。また、所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残

存価額を零とする定額法を採用しております。この変更が損益に与える影響は軽微であります。 

  

４．その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 36,775 45,688 

受取手形及び売掛金 84,133 100,752 

有価証券 68,466 42,714 

製品 37,142 33,218 

仕掛品 6,578 9,251 

原材料及び貯蔵品 12,250 13,474 

その他 58,899 40,450 

貸倒引当金 △1,041 △937 

流動資産合計 303,202 284,610 

固定資産 

有形固定資産 81,177 86,552 

無形固定資産 23,584 18,629 

投資その他の資産 

投資有価証券 56,466 42,772 

その他 19,791 19,417 

貸倒引当金 △132 △145 

投資その他の資産合計 76,125 62,044 

固定資産合計 180,886 167,225 

資産合計 484,088 451,835 
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（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 72,963 98,027 

1年内返済予定の長期借入金 26,500 16,500 

1年内償還予定の社債 10,000 10,000 

未払法人税等 7,042 7,567 

製品保証引当金 1,803 1,891 

その他 58,969 53,183 

流動負債合計 177,277 187,168 

固定負債 

新株予約権付社債 50,000 － 

長期借入金 10,700 20,950 

退職給付引当金 6,554 6,177 

役員退職慰労引当金 2,612 2,565 

その他 5,590 3,762 

固定負債合計 75,456 33,454 

負債合計 252,733 220,622 

純資産の部 

株主資本 

資本金 48,592 48,592 

資本剰余金 65,520 66,655 

利益剰余金 116,198 115,473 

自己株式 △3,633 △6,825 

株主資本合計 226,677 223,895 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 2,490 4,815 

繰延ヘッジ損益 △634 △619 

為替換算調整勘定 △5,298 △5,042 

評価・換算差額等合計 △3,442 △846 

少数株主持分 8,120 8,164 

純資産合計 231,355 231,213 

負債純資産合計 484,088 451,835 
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(2) 四半期連結損益計算書

  第２四半期連結累計期間 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

売上高 272,398 

売上原価 192,256 

売上総利益 80,142 

販売費及び一般管理費 

給料手当及び賞与 18,016 

その他 43,915 

販売費及び一般管理費合計 61,931 

営業利益 18,211 

営業外収益 

受取利息 890 

為替差益 1,329 

その他 884 

営業外収益合計 3,103 

営業外費用 

たな卸資産廃棄損 1,109 

その他 2,540 

営業外費用合計 3,649 

経常利益 17,665 

特別利益 

固定資産売却益 8 

その他 1 

特別利益合計 9 

特別損失 

固定資産除却損 291 

減損損失 332 

投資有価証券評価損 301 

その他 36 

特別損失合計 960 

税金等調整前四半期純利益 16,714 

法人税等 7,030 

少数株主損失（△） △38 

四半期純利益 9,722 
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 16,714 

減価償却費 12,767 

減損損失 332 

有形固定資産除売却損益（△は益） 283 

投資有価証券評価損益（△は益） 301 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 485 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 47 

受取利息及び受取配当金 △1,146 

支払利息 401 

為替差損益（△は益） △771 

売上債権の増減額（△は増加） 15,841 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,687 

仕入債務の増減額（△は減少） △25,014 

その他 1,767 

小計 20,320 

利息及び配当金の受取額 1,207 

利息の支払額 △385 

法人税等の支払額 △6,874 

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,268 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

定期預金の預入による支出 △407 

定期預金の払戻による収入 3,555 

有形固定資産の取得による支出 △5,955 

有形固定資産の売却による収入 31 

無形固定資産の取得による支出 △9,962 

投資有価証券の取得による支出 △23,944 

投資有価証券の売却及び償還による収入 9,314 

事業譲渡による収入 5,988 

その他 △81 

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,461 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） 75 

長期借入金の返済による支出 △250 

社債の発行による収入 49,907 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △378 

配当金の支払額 △9,107 

その他 △5 

財務活動によるキャッシュ・フロー 40,242 

現金及び現金同等物に係る換算差額 407 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 33,456 

現金及び現金同等物の期首残高 87,957 

現金及び現金同等物の四半期末残高 121,413 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日）  

該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 
  

 

 
  

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

当社は、平成20年８月１日付で、当社の連結子会社であるカシオマイクロニクス株式会社を完全子会

社とする株式交換に際して、保有する自己株式を割当て交付しております。この結果、第２四半期連結

累計期間において資本剰余金が1,122百万円減少し、自己株式が3,184百万円減少しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） （単位：百万円）

エレクトロニ 
クス機器事業

デバイス
その他事業

計 消去又は全社 連結

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

237,116 35,282 272,398 ― 272,398

 (2) セグメント間の内部 
   売上高

208 13,561 13,769 (13,769) ―

計 237,324 48,843 286,167 (13,769) 272,398

営業利益 21,112 76 21,188 (2,977) 18,211

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」 

 (1)前中間連結損益計算書 

 

前  年  中  間  期 

(19.4.1～19.9.30) 

期      別 

 

科      目 
金    額 

 百万円

売 上 高 294,277 

売 上 原 価 212,517 

売 上 総 利 益 81,760 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 68,018 

営 業 利 益 13,742 

営 業 外 収 益 (   2,329 )

  受 取 利 息 及 び 配 当 金 1,538 

  そ の 他 791 

営 業 外 費 用 (   5,526 )

  支 払 利 息 781 

  そ の 他 4,745 

経 常 利 益 10,545 

特 別 利 益 (     563 )

  固 定 資 産 売 却 益 14 

  投 資 有 価 証 券 売 却 益 7 

  国 庫 補 助 金 等 受 入 額 540 

  そ の 他 2 

特 別 損 失 (   2,142 )

  固 定 資 産 除 却 損 440 

  投 資 有 価 証 券 評 価 損 169 

  関 係 会 社 整 理 損 1,530 

  そ の 他 3 

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益 8,966 

法 人 税 ､ 住 民 税 及 び 事 業 税 5,272 

法 人 税 等 調 整 額 △571 

少 数 株 主 利 益 ( △ ) 1,211 

中 間 純 利 益 5,476 
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 (2)前中間連結キャッシュ･フロー計算書 

 

期   別 

科   目 

前  年  中  間  期 

(19.4.1～19.9.30) 

 百万円

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益 8,966 

減 価 償 却 費 16,888 

有 形 固 定 資 産 除 売 却 損 益 426 

投 資 有 価 証 券 売 却 損 益 △7 

投 資 有 価 証 券 評 価 損 169 

国 庫 補 助 金 等 受 入 額 △540 

退 職 給 付 引 当 金 の 減 少 額 △419 

受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 △1,538 

支 払 利 息 781 

為 替 差 益 △120 

売 上 債 権 の 増 減 額 7,406 

た な 卸 資 産 の 増 減 額 3,037 

仕 入 債 務 の 増 減 額 △16,718 

そ の 他 △610 

   小      計 17,721 

利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額 1,631 

利 息 の 支 払 額 △763 

法 人 税 等 の 支 払 額 △9,366 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 9,223 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

定 期 預 金 等 の 預 入 に よ る 支 出 △436 

定 期 預 金 等 の 払 戻 に よ る 収 入 765 

有 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出 △16,127 

有 形 固 定 資 産 の 売 却 に よ る 収 入 47 

無 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出 △10,691 

投資有価証券の取得及び売却・償還 1,225 

関 係 会 社 株 式 の 取 得 に よ る 支 出 △1,900 

そ の 他 △104 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △27,221 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

短 期 借 入 金 の 純 増 加 額 5,940 

長 期 借 入 に よ る 収 入 8,000 

長 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出 △20,250 

自 己 株 式 の 取 得 に よ る 支 出 △21 

自 己 株 式 の 売 却 に よ る 収 入 37 

配 当 金 の 支 払 額 △6,346 

少 数 株 主 か ら の 払 込 に よ る 収 入 600 

そ の 他 △45 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △12,085 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 681 

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額 △29,402 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 97,239 

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高 67,837 
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 (3)セグメント情報 

 〔事業の種類別セグメント情報〕 
 

前中間連結会計期間（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日）                         （単位：百万円） 

 
エレクトロニ
クス機器事業

デ バ イ ス
そ の 他 事 業

計 
消 去 又 は 
全 社 

連 結

売上高  

 (1)外部顧客に対する売上高 242,464 51,813 294,277 ─ 294,277 

 (2)セグメント間の内部売上高 181 13,045 13,226 (13,226) ─ 

計 242,645 64,858 307,503 (13,226) 294,277 

営業費用 224,853 66,236 291,089 (10,554) 280,535 

営業利益（又は営業損失） 17,792 (1,378) 16,414 (2,672) 13,742 
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